
















要約:成人における高血圧の原因を究明する上で、小児期の血圧を検討することは一つの

有効な方法である。これを踏まえ今回は、沖縄県の 6～18 歳児童・生徒 3 集団(都市部・

農村部・漁村部)を 3 年間にわたり追跡し、小児血圧の生理的変動と身体成長、性的成熟

度との関連を明らかにした。男子の収縮期血圧値は身長の伸び率の増加にともなって上昇

し、伸び率がピークを示した後は第二次性徴の発現にともなってさらに上昇することが示

された。また、女子の収縮期血圧値は、身長の伸びにともない大きく上昇する。しかし、

身長の伸びのピークが過ぎた後、初潮で示される内分泌環境の変化が血圧上昇を抑制する

ことが示された。小児の血圧値を管理・検討するには、同一年齢集団においても、個人差

が大きい身体成長・性的成熟等の要因を十分に配慮する必要があると思われる。


